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　11
月
10
日
の
第
６
回
ふ
れ
あ
い
人
権

講
座
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
と
人
権
教
育
サ

ポ
ー
タ
ー
の
解
説
に
よ
り
「
部
落
差
別

解
消
推
進
法
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

部
落
差
別
解
消
を
目
的
と
す
る
法
律
は
、

昭
和
44
年
の
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置

法
に
始
ま
り
、
地
域
改
善
対
策
特
別
措

置
法
へ
と
引
き
継
が
れ
て
平
成
14
年
に
、

一
定
の
目
標
を
果
た
し
た
と
し
て
期
限

に
よ
り
失
効
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
法

律
は
基
本
的
に
対
症
療
法
的
な
性
格
の

も
の
で
あ
り
、
対
象
地
区
の
水
道
、
下

水
道
な
ど
の
社
会
基
盤
の
改
良
に
よ
る

生
活
環
境
の
向
上
や
、
地
区
住
民
の
収

入
の
安
定
を
目
指
し
た
生
産
活
動
の
た

め
の
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
同
時
に
差
別
解
消
の
た
め
の

啓
発
活
動
や
学
校
・
社
会
教
育
も
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人
の
心
の
中

の
部
落
差
別
の
解
消
が
成
し
遂
げ
ら
れ

た
と
は
言
え
な
い
状
況
が
、
こ
れ
ら
法
律

の
失
効
後
も
続
い
て
き
ま
し
た
。

　そ
し
て
平
成
28
年
、
約
14
年
に
わ
た

る
部
落
差
別
解
消
を
目
的
と
し
た
法
律

の
な
い
空
白
期
間
を
経
て
施
行
さ
れ
た

の
が
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
で
す
。

条
文
の
第
一
条
で
「
現
在
も
な
お
部
落

差
別
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化

の
進
展
に
伴
っ
て
部
落
差
別
に
関
す
る

状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
（
中
略
）
部
落
差
別
の
解
消
を
推

進
し
、
も
っ
て
部
落
差
別
の
な
い
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と

明
記
さ
れ
て
い
て
、
言
わ
ば
国
が
正
式

に
部
落
差
別
の
現
存
を
認
め
、
長
ら
く

の
「
差
別
は
も
う
な
い
」
「
い
や
残
っ

て
い
る
」
と
い
う
論
争
に
法
律
で
終
止

符
を
打
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

｢

情
報
化
の
進
展
に
よ
る
状
況
の
変
化｣

を
明
記
し
て
い
る
こ
と
も
着
目
す
べ
き

点
で
す
。
具
体
的
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
仮
想
空
間
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
）
の
情
報
通
信
ツ
ー
ル
が
大

衆
化
し
、
か
つ
て
狭
い
社
会
で
さ
さ
や

か
れ
て
い
た
差
別
言
動
、
差
別
落
書
き

が
一
瞬
で
広
域
に
拡
散
し
、
悪
意
の
あ

る
デ
マ
、
誤
っ
た
情
報
も
次
々
と
発
信
、

掲
示
さ
れ
て
基
本
的
な
知
識
の
な
い

方
々
に
刷
り
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
私

た
ち
が
信
奉
す
る
情
報
化
社
会
の
負
の

側
面
を
代
表
す
る
現
象
で
す
。
新
し
い

便
利
な
ツ
ー
ル
が
部
落
差
別
の
継
承
と

再
生
産
の
最
大
の
温
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　前
身
の
２
法
と
は
異
な
り
ハ
ー
ド
面

で
の
財
政
出
動
の
根
拠
と
な
る
部
分
は

な
く
、
所
謂
「
理
念
法
」
で
す
。
国
と

地
方
公
共
団
体
に
、
差
別
解
消
の
た
め

の
施
策
を
講
じ
、
教
育
や
啓
発
に
努
め

る
こ
と
、
相
談
体
制
の
充
実
、
差
別
の

実
態
調
査
を
行
う
こ
と
、
を
責
務
と
し

て
求
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
施
策
は

町
の
単
位
で
町
民
と
行
政
、
教
育
機
関

が
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
部
落
差
別
が
明
ら
か
に
継
承
さ
れ

て
い
る
現
状
に
誰
も
が
気
づ
き
、
解
消

へ
の
道
筋
を
考
え
、
着
実
に
歩
ん
で
い

き
た
い
も
の
で
す
。

第
７
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

12
月
の
人
権
相
談
・
行
政
相
談

第
６
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

映
像
で
学
ぶ

　
　「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」

　私
た
ち
誰
も
の
心
の
中
に
潜
み
、
社

会
制
度
上
も
公
認
さ
れ
て
き
た
歴
史
を

持
つ｢

優
生
思
想｣

。
ず
っ
と
多
く
の
分

野
で
人
権
侵
害
の
根
拠
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
歴
史
と
現
在
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

日

　時

　12
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会

　場

　日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー

日

　時

　12
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　午
前
９
時
〜
12
時

会

　場

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
事
前
の
予
約
は
不
要
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

「
優
生
思
想
を
考
え
る
」
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【
次
回
予
告
】

12
月
４
日
〜
10
日
は

｢

人
権
週
間｣

で
す
。

〜
考
え
よ
う
人
権
の
こ
と
〜


